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辛さのキレ、香りの立ち方、旨みの重なり方、
店ごとに香辛料の配合や味付けがまったく違う奥深い麻婆豆腐の世界。
「今日はどこの味にしようかな」悩ましの「麻婆豆腐特集」です。

　2002年に創刊した『Kappo 仙台闊歩』。6/25発売の次号から、25周年に向け
てリニューアルをいたします。これまで以上に東北6県へと視野を広げ、食、旅、工
芸、温泉、芸術まで、その土地ならではの価値を丁寧に届けていきたいと思っていま
す。新しい『Kappo』の第1号の巻頭は、得意分野のグルメ特集「東北の名店 
2026」です。日本料理、フランス料理、イタリア料理など幅広いジャンルから、いま
訪ねたい店を厳選しました。どれも初掲載のお店です。その土地ならではの食材、
風土を映す一皿、土地に根差した料理人たちの仕事を通して、東
北の食の現在地を見つめます。第2特集は、JRのキャンペー
ン対象エリア・庄内地方を、編集部が旅してきた様子をお届
けします。新しい『Kappo』に、どうぞご期待ください。

東北の上質を、より深く。
、新章へ！

編集長の間借りコラム小林
です

第2特集　鶴岡市、酒田市、遊佐町を旅する
スペシャル対談　塩沼亮潤大阿闍梨×梁勇基

2026年夏号（vol.142）巻頭特集

東北6県、いま訪ねたい店へ
東北の名店 2026

シビ辛も、ウマ辛も。今日は麻婆豆腐気分

仙台の優良奨励品種・ミヤギシロメをは
じめ、宮城県産を中心に国産大豆のみを
使用。異業種から豆腐作りの世界に飛
び込んだ店主が手掛ける「香りおぼろ」
は、宮城県産大豆・香り豆ならではの奥
行きあるコクと甘みが魅力だ。

住仙台市青葉区福沢町4-52
022-702-4168

営 6：00～19：00、土曜、祝日～18：00
休日曜　目安／230円～
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こだわり抜いた厳選素材
味わい深い国産大豆の魅力

創業から150年以上にわたって代々受け
継がれてきた伝統製法のもと、大豆本来
の香りと風味を大切にした豆腐を作り続
けている。宮城県産・ミヤギシロメを使
った「竹豆腐」は、クセのないクリーミー
な味わいが好評。

住仙台市太白区秋保長袋字向宿25-1
022-399-2707

営 10：00～16：00（なくなり次第終了）
休火・水曜　目安／600円～
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江戸時代末期から続く老舗
創業から育んできた味と伝統

高城町の商店街で長く親しまれてきた豆
腐店。手間暇を惜しまない手作業による
豆腐作りに励んでいる。名物「月松島笊
豆腐 秘伝豆・大」は、山形県産の秘伝豆
の力強い甘さとなめらかな口当たりが後
を引く逸品だ。

住宮城郡松島町高城字町158
022-354-2515

営 9：00～18：00、日曜、祝日11：00～17：00
休不定休　目安／220円～
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地元に愛されるなじみの味
手作業の丁寧な豆腐作り

素材の味わい引き立つ名店の豆腐 ３選

※掲載の情報は、本誌発行後、変更になる場合もありますので、予めご了承ください。
6月15日（月）の河北新報朝刊は休刊日のためお休みとなります。
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店主のアイデアと技が光る創作中華が味
わえる。両面焼きの香ばしい中華麺になめ
らかな麻婆豆腐が絡む「マーボー焼きそば」
（1,200円）は、まかない料理から今や看板
メニューになった唯一無二の逸品。
住仙台市青葉区北目町2-22　 022-721-7061
営 11：00～14：30、17：30～21：00
休日曜、祝日

中国めしや 竹
ちく

竹
ちく

中華のコック歴30余年の料理長が多彩な
中国料理を提供してくれる『囍龍』。ランチ
の定番人気は、花山椒をふんだんに効かせ
た「四川麻婆豆腐セット」（1,200円）。痺れ
る辛さの中にコク深さが感じられる。
住仙台市青葉区中央1-2-3 マークワンビル1F
022-212-4606　営 11：30～15：00、17：30～22：00※最終入店各30分前

休不定休
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漢方薬で炊く身体想いの中華粥80種類を
揃える中華料理店。ほか60種類のメニュ
ーが並ぶ中、自家製豆板醤で作る「マーボ
ー豆腐」（780円）が好評だ。砕いたナッツ
の香ばしさとコク、食感がクセになる。
住仙台市青葉区国分町2-9-16 クローネ日泉ビル1F
022-261-9818　営 18：00～翌3：00

休日曜・祝日
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昼夜を問わず、本格中華を気軽に楽しめる
一軒。自家製ラー油と山椒をガツンと効か
せた「麻婆豆腐」（550円）は、汗をかきなが
ら頬張りたくなる刺激的な一皿。アツアツ
の旨辛さに、レンゲを持つ手が止まらない。
住仙台市青葉区五橋2-10-24 藤堂屋ビル
022-724-7665　営 11：30～14：00、18：00～23：00

休日曜

和醸良酒 隆
りゅう

の恵
めぐみ

開店前から行列ができる人気店。本場の
味を追求した「四川麻婆豆腐」（1,200円）
は、挽き肉の旨みに八角や花椒の香りが重
なり、ひと口ごとに食欲をかき立てる。熱
烈なファンが多いのも納得の一皿だ。
住仙台市青葉区旭ケ丘3-25-10
022-234-5323　営 11：00～14：30、17：00～22：00（材料がなくなり次第

終了）　休月・木曜、ほか臨時休業あり
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巨匠・陳建一直伝の中国料理が味わえる、
地元なじみの繁盛店。新名物「陳麻鯨豆腐
セット」（1,485円）は、石巻の特産品・クジ
ラを使った珍しい創作メニューだ。クジラ
ならではのふくよかな旨みをご賞味あれ。
住石巻市不動町2-1-1
0225-96-1717　営 11：30～21：00（LO20：30）

休水曜

中国料理 揚
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風土を映す一皿、土地に根差した料理人たちの仕事を通して、東

リニューアル号は
6月25日（木）発売

定期購読の申込みは
お近くの河北仙販まで
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